
管理棟

硝酸化槽棟 沈殿池棟

一般平面図

活性炭ろ過塔

至衣笠インター

山科台

相武幼稚園
太田和緑地

横須賀市長坂５丁目３２７０番地

長坂埋立地浄化センター 三浦縦貫道

ＧＳ

貯留槽

沈砂池

急速濾過機

活性炭吸着塔 塩素混和池

砂ろ過原水槽

濃　縮　槽

薬注室凝集沈殿池

凝集沈殿池最終沈殿池

最終沈殿池

PAC注入設備

第２脱窒素槽

再爆気槽

再爆気槽

第２脱窒素槽

硝酸化槽 硝酸化槽硝酸化槽

硝酸化槽硝酸化槽

第１脱窒素槽

発電機室

1F薬注室
2F操作室

原水ポンプ
退出方向

進入方向

硝酸化槽

次亜注入設備

空気圧縮機

：今回対象施設

横須賀市環境部環境施設課 図 番

縮 尺

図面名称
担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名

一般平面図1／7



改修前　１階平面図　1/100

Ｎ

改　　修　　前 改　　修　　後

改修後　１階平面図　1/100

発電機室
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X1 X2 X3 X4

B
B

A A

ブロワー室

薬注室

作業員控室

UP 便所

蓋：FPR製 蓋：FPR製

蓋：FPR製 蓋：FPR製
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水勾配

水勾配水勾配

2
,
5
0
0

2
,
3
0
0

1
,
0
0
0

3
,
8
2
5

3,300

補強工事範囲 撤去建具0-0

0
階数 部位番号

0：改修前、N：改修後

新設建具撤去・新設部分

1-1

0

AW

1

8,675 12,000 8,675

29,350
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UP 便所
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1
,
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,
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3,300

1-1

N
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1

発電機室

水勾配
A A

Ｎ

電気室

ブロワー室

水勾配

電気室

AG

1

凡

例

横須賀市環境部環境施設課 図 番

縮 尺

図面名称
担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名
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改　　修　　前

改　　修　　後

1-1

0

AW

1

AG

1

改修前　西　立面図　1/100 改修前　南　立面図　1/100

改修前　東　立面図　1/100 改修前　北　立面図　1/100

1-1

N
改修後　西　立面図　1/100 改修後　南　立面図　1/100

改修後　東　立面図　1/100 改修後　北　立面図　1/100

AG

1

補強工事範囲 撤去建具0-0

0
階数 部位番号

0：改修前、N：改修後

新設建具撤去・新設部分

凡

例

400
冷媒用断熱材被覆銅管　L=2200

一部撤去

竪樋

100

冷媒用断熱材被覆銅管　L=2200
新設

竪樋

27070

担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名

図 番

縮 尺

図面名称横須賀市環境部環境施設課 改修前後立面図 3／7
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外部 薬注室

外部

薬注室

1
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4
0
0

1
,
1
0
0
1
09
0

壁：Ｃ（Ｂ）の上、白セメント吹付

（柱・梁共）

カッター入れ（躯体）

カッター入れ（仕上）

0-0

0
階数 部位番号

0：改修前、N：改修後

撤去・新設部分

4
0
0

2
5
0

1
0
0

1
0
0

外壁：複層塗材（ＲＥ）撤去

外壁：ＲＣ壁　はつり
　　　複層塗材（ＲＥ）撤去

外壁：複層塗材（ＲＥ）撤去

250100 250 100

外壁：複層塗材（ＲＥ）撤去外壁：複層塗材（ＲＥ）撤去

外壁：ＲＣ壁　はつり
　　　複層塗材（ＲＥ）撤去

0

1-1
１階　　　通り　　　～　　　間　ＲＣ壁、アルミサッシ、固定ガラリ撤去Y0 X2 X3

N

1-1
１階　　　通り　　　～　　　間　ＲＣ壁　開口閉塞、固定ガラリ新設Y0 X2 X3
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薬注室

Y0
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Y0

550 3255,125100 325

2
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1
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0

200
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清水タンク

ベース H=200

各種貯槽ベース H=200

外部 薬注室 外部薬注室

腰壁：

ＶＥ塗装
モルタル金こて仕上の上、

1
0
0

外壁：複層塗材（ＲＥ）新設

外壁：開口閉塞　ＲＣ壁　補強
　　　複層塗材（ＲＥ）新設

1
,
4
0
0

外壁：複層塗材（ＲＥ）新設
外壁：開口閉塞　ＲＣ壁　補強
　　　複層塗材（ＲＥ）新設

壁：ＲＣ壁　はつり

アルミサッシ　撤去

固定ガラリ　撤去

存置

既存のまま

既存のまま

　　　ＲＣ壁　補強

ＮＡＤ塗装 新設
モルタル金こて仕上の上、

腰壁：開口閉塞

3,420 965740550 325
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アルミサッシ撤去

固定ガラリ　撤去

ポンプベースH=200
H=200

3,920 715490

100 100

壁：Ｃ（Ｂ）の上
　　白セメント吹付

壁：Ｃ（Ｂ）の上、ＮＡＤ塗装　新設
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枠回り：モルタル金こて造り出し　撤去

壁：白セメント吹付 撤去

腰壁：

ＶＥ塗装
モルタル金こて仕上の上、

撤去

固定ガラリ
撤去

アルミサッシ
撤去

外壁：ＲＣ壁　はつり
　　　複層塗材（ＲＥ）撤去

壁：Ｃ（Ｂ）の上、白セメント吹付　撤去

枠回り：モルタル金こて造り出し　撤去

腰壁：

ＶＥ塗装
モルタル金こて仕上の上、

存置

腰壁：

ＶＥ塗装
モルタル金こて仕上の上、

外壁：複層塗材（ＲＥ）新設

外壁：複層塗材（ＲＥ）新設
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担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名

図 番
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形状・寸法

その他

建具金物

枠記号　沓摺（水切）記号

見込取合　　沓摺建具枠

建具

仕上（枠共）

場所

ガラリ

硝子　　　（ランマ）

見込　　　（ランマ）

符号　・　名称　・　個数

建具　リスト

種     別

ア ル ミ ニ ウ ム 製

鋼     製

鋼  製  軽  量

ラ

ス

略

号

ガ 型板ガラスＦ

Ｐ

Ｎ

網入みがき板ガラスＮＰ

網入型板ガラス

フロート板ガラス

木   製

ス テ ン レ ス 製

Ｗ　Ｄ

ＳＳＤ

Ｌ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ａ　Ｄ

戸 窓

Ａ　Ｗ

Ｓ　Ｗ

ＳＳＷ

Ｗ　Ｗ Ｗ　Ｇ

ＳＳＧ

Ｓ　Ｇ

Ａ　Ｇ

ガラリ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

Ｐ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ａ　Ｈ　

Ｄ　Ｃ　 ドアクローザー

オートヒンジ

フロアヒンジ

ピポットヒンジ

Ｐ Ｈ

ＳＳＳ

Ｌ　Ｓ

Ｓ　Ｓ

Ａ　Ｓ

ふすま紙障子 網戸

ａ　Ｗ

シャッター
オーバー

ヘッドドア

共

通

事

項

建

具

略

号

金

物

略

号

１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

　　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

（内部はサムターン付）

３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

　　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

５．　特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．　大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

１１．　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

　　　　行なわないものとする。

１２．　階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

　　　　詳細による。）

１３．　特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付とする。

１４．　特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

１５．　ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル（Ｌ－５０

　　　　×５０×６）の通し物とする。

形状・寸法

その他

建具金物

枠記号　沓摺（水切）記号

見込取合　　沓摺建具枠

建具

仕上（枠共）

場所

ガラリ

硝子　　　（ランマ）

見込　　　（ランマ）

符号　・　名称　・　個数

形状・寸法

その他

建具金物

枠記号　沓摺（水切）記号

見込取合　　沓摺建具枠

建具

仕上（枠共）

場所

ガラリ

硝子　　　（ランマ）

見込　　　（ランマ）

符号　・　名称　・　個数

建具枠回り詳細及び記号 くつずり・水切り

1固定ガラリ　撤去・新設

ハ－１

アルミ表面処理（表面処理：BA-1種）

―

付属金物一式

70

Ａ－２、ａ－１

1引違い連窓　撤去

方立（見込86mm 見付70mm)

―

アルミ表面処理

―

付属金物一式

70

Ａ－１、ａ－１

薬注室

N-6.8

1
AW

皿板：Ｗ100mm 膳板：Ｗ90mm

3,270

1
,
1
0
0

1,600 70 1,600

600

4
0
0

1
AG

薬注室

―

皿板：Ｗ100mm

Ｗ

平面断面

Ｈ

アルミニウム製

ａ－１Ａ－1

アルミ製 膳板

枠：モルタル金こて造り出し

枠：モルタル金こて造り出し

平面断面

Ａ－２

ガラリ形状

イ－１　ＡＧ　　開口率　３０％ 　ロ－１　ＡＧ　　開口率　３０％ ハ－１　ＡＧ　　開口率　３０％

ハ－１イ－１ ロ－１

Ｗ

Ｈ

1
AG

ステンレス防虫網

担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名

図 番

縮 尺

図面名称横須賀市環境部環境施設課 建具表 5／7



横須賀市環境部環境施設課 図 番

縮 尺

図面名称
担当者係長課長

作 図 令和 4年 8月長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事工事名

補強部材図（１）



担当者係長課長

令和 4年 8月工事名 作 図

補強部材図（２）

縮 尺

図面名称図 番横須賀市環境部環境施設課

長坂埋立地浄化センター管理棟耐震改修工事


